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論 文 審 査 結 果 の 要 旨





している可能性が示されたC急性型 ･リンパ腫型 ･慢性型 ･くすぶり型でのメチル化の変化
の観察から､多段階発癌機構にヱピジェネティクスな異常の蓄積が関与していることも示し､
特定遺伝子のメチル化やメチル化遺伝子数は独立した予後因子に成る可能性を示した｡現在､
患者の経時的なメチル化の変化も観察しており､今後も興味深い研究成果見込まれる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
